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　初秋の候、皆様方にはご清祥のこととお慶び申し上げます。平素は育児文化研究センターの活動に対して格別のご
高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
　センターは平成16年の開設より研究員のお力添えと地域の皆様のご理解・ご支援を得て、地域の子育てを支援し、
子育てしやすい環境つくりのための地域貢献・地域連携の様 な々事業を実施してまいりました。今年度もこれまでの活
動を継承しつつ、各取り組みの評価、課題や子育て環境の現状を踏まえた実施計画を策定し、進めております。
　事業のひとつとして、下記にご案内します明和政子先生による『ヒトの子育ての原点』をテーマとした主催講演会を開
催いたします。講師はヒトだけでなく、チンパンジーの心を研究対象とすることで「比較認知発達科学」という新しい分野
を開拓され、ヒトらしい心の発達に必要な条件を科学的に解明する研究を進められています。その成果のひとつとして、ヒ
トは本来、子どもを複数の手で育てて進化してきた動物であり、「ヒトの子育ては共同養育が基本」を提唱されています。
今回は、子どもの育ちを母親だけでなく社会全体で守っていくことの大切さを、科学的な知見をもとに伝えていただけると
思います。保育者・子育て支援関係者や子育てに関心のある多くの方のご参加をお待ちしております。また、本誌に掲
載しましたその他の事業計画や進捗報告もご覧の上、ご意見等お寄せいただければ幸いです。
　少子化、核家族化が進み、孤立しがちな育児環境、さらに地域のコミュニティが脆弱化する社会環境の中、子育てを
地域・社会で支える多様な支援、援助が展開されつつあります。しかし、それでも子どもの育ちや子育てに関する様 な々
課題が噴出している現状です。本センターの取り組みは小さなものではありますが、地域に目を向けて、地域の子育てを
支援できる研究や事業活動に励んでまいります。今後とも、育児文化研究センターにご支援・ご協力賜りますよう、よろし
くお願い申し上げます。

育児文化研究センター長　鷲見裕子

高田短期大学ホームページ　http://www.takada-jc.ac.jp/

＊申込等、詳しくはチラシ、高田短期大学ホームページをご覧ください。

ヒトの子育ての原点
なぜ地域ぐるみの
子育て支援が求められるのか

令和2年 2月1日土
高田短期大学 講堂
14：00～16：00（開場13：30）

講演会のご案内
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子 先生（京都大学大学院教育学研究科教授）講師

⃝保育関係者
⃝子育て支援関係者
⃝興味がある一般の方
⃝学生
※託児はありません

参加対象者

入場無料
先着300名
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お姉さん先生が

読んでくれる

絵本は、

楽しいな！

お姉さん先生
ごちそう作るから

待っててね！

これからも
よろしくね！

同じぐらいの
月齢ですね

「ごちそう作ったよ。 お母さん食べて！」～学生が卒業制作で作った、　　　　　　　　　　　　　　手作りハウスで～

こんにちは！
今日はパパも

一緒だよ

『ひろば』 いっぱいに

電車が走って楽しいな！

相談内容 担当者 令和元年度　基本相談日
発達相談 千草篤麿 第2水曜日　（1）10時　　（2）11時

子どもの食 鷲見裕子 第3火曜日　（1）10時　　（2）11時

子どもの健康 長倉里加 第2月曜日　（1）12時半　（2）13時半

子育て・教育 青木信子 第4水曜日　（1）13時

日　時 テーマ 講　師
９月１９日（木） 食育講座　食と生活リズム※ 鷲見　裕子
１０月１７日（木） 楽しい表現遊びと手品 稲田　直子
１１月１８日（月） 親子で歌おう音楽会 戸川　　俊
１２月１９日（木） 親子で笑顔！ 堀内由香里
１月２０日（月） 親子でワクワク 長倉　里加
２月２０日（木） ほっとひといき　音楽タイム 山本　敦子

地域への子育て支援の事業として、育児に関する心配や不
安を相談できる個別対応の「子育て相談」を予約制で行って
います。担当は本学育児文化センター研究員です。
詳しくはホームページをご覧ください。

おやこひろばたかたんで、月に１回「子育て講座」を行っていま
す。今年度後半は親子で一緒に遊ぶ活動を中心とした講座と
親子分離の講座を企画いたしました。詳しくはホームページを
ご覧ください。

　令和の時代がスタートし、「おやこひろば たかたん」は９年目を迎えることができました。多くの諸先輩方、地域
の皆様方にご支援いただき感謝申し上げます。
　今年は、高田短期大学の卒業生がお母さんになって、学生時代の友達と誘い合って参加する姿も多くみられ、
子どもを中心にして旧交を温め合っています。『おやこひろば』でリフレッシュできたことが、また明日から安心して
子育てに向きあえる機会になっていることをうれしく感じています。
　これからも、ひろば利用者の皆様と短大教職員、ひろばスタッフ、学生、地域ボランティアが手を取り合って、
一歩ずつ前進していきたいと思います。

今年度は下記のように3回、祝日開催の『ホリデーひろば』を行います。ホリデーひろば

元年度

子育て相談　10～３月 子育て講座　9～２月

（※）親子分離の講座となります。

お や こ ひ ば た たろ か ん

利用は無料です。（予約は不要ですが先着25組となっています。）
対象：4歳未満の親子（就園児でも4歳未満であれば参加いただけます。）
時間：10時～12時
日程：7月15日（月/祝）　9月23日（月/祝）　10月14日（月/祝）
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　昨年度結成されました「たんたんクラブ」は、学生がひろ
ばのお手伝いをしながら保育や子育て支援を学ぶ『おやこ
ひろば応援サークル』です。現在、10名の学生が活動してい
ます。7月の「ホリデーひろば」では、夏祭りのコーナーが盛
り上がるようにお面づくりや、遊びのコーナーづくりなどみんな
で準備を進めました。当日も親子で楽しめるよう盛り上げて
活躍してくれました。おやこひろばでの親子の様子に実際に
触れたり、行事の準備のための製作をしたりして、学生の実
践的な学びにつながっています。
　今後も、おやこひろばの参加者に喜んでもらえるような内
容を、学生が主体的に企画や実践を行い、学びのあるサー
クルにしていきたいと考えています。

　子ども学科の学生は、授業以外に地域の子育て支援の
場をはじめ、子どもや保育に関するイベントでのボランティア
活動を行っています。多くの方々に活動の機会を与えてい
ただき、今年度７月までのボランティア依頼件数は8件あり、
87名の学生が参加しました。まだ保育者とは言えない立場
の学生たちですが、子どもや保護者、教育・保育関連施設
の先生方、地域の方 と々の交流を大切に「子育て応援隊」
として力を発揮し、将来保育者としての知識や技能、また社
会人としてマナーなど学びの多い活動となっています。

　昨年は「みんなあつまれ！！ たかたんあ
そびひろば」を開催しました。劇、ゲーム、
影絵、大型絵本、ハンドベルなどたくさんの
親子の方に楽しんでいただきました。
　本年度も12月21日（土曜日）みえこどもの
城で開催します。ぜひ遊びに来てください！！

みえこどもの城と高田短期大学  連携協定事業

隊子 育 て 応 援

県内
各地で活動中 !

たんたんクラブ

5月11日
けいわっこ
カレー食堂

7月6日
高田保育園

夏まつり

5月26日
おやつの城in
みえこどもの城
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津市委託事業

第1回　7月21日（日）　会場：たるみ子育て交流館
【パパ教室】ベビーマッサージ
講師：ヤナセクリニック　ベビーボンディングケアスペシャリスト
【ママサロン】子育てミニ講座と交流会
講師：高田短期大学　鷲見裕子
第2回　12月8日（日）　会場：高田短期大学
【パパ教室】体を動かしてお父さんと遊ぼう
講師：高田短期大学　榊原尉津子
【ママサロン】子育てミニ講座と交流会
講師：高田短期大学　長倉里加

第1回　5月16日（木） 18：30～20：30
会　場：たるみ子育て交流館
テーマ：「子育てを応援する地域での試み」「絵本の紹介」
第2回　9月12日（木） 18：30～20：30
会　場：子ども学校のびすく、敬和公民館
テーマ：「子育て支援の変化を考えてみよう」
第3回　11～12月を予定

第1回支援者研修会：6月6日（木） 18：30～20：30
会　場：たるみ子育て交流館
テーマ：「地震発生時の避難行動や安否確認について」
講　師：津市危機管理部、津市保健センター
第2回支援者研修会：1月23日（木） 18：30～20：30
会　場：高田短期大学
テーマ：「食の大切さを伝える」
講　師：高田短期大学　鷲見裕子

第1回　8月27日（火） 10：00～12：00
会場：高田短期大学　講師：橋本景子

津市ひろば関係者交流事業（つながりひろば）

津市親支援事業

津市子育て支援者事業

子育てママの「ホッと」ひろば事業

津市内の子育て支援者の関係者、関係機関がネットワークを広げ、連携
を深めるための取り組みを実施しています。（年4回開催）

お父さんを対象にした「養育力の向上」にむけた研修会を企画、実施し
ています。また、お母さんの「育児負担の軽減とリラクゼーション」を目的
にママサロンを同時開催しています。

子育て支援者を対象に親子の関わり支援について
「親支援の援助技術」を中心に企画、実施しています。

子育て中のお母さん同士が、日頃思っていることを何で
も話せる集まりです。臨床心理士の先生のサポートを通
して実施しています。（年５回開催予定）

　前期センター会議が5月15日（水）に開催さ
れました。会議の前半は、松阪市こども未来
課課長の谷中靖彦様に「松阪市の乳幼児
教育と子育て支援について」という主旨で、
松阪市の子育て支援施策について紹介し
ていただきました。会議の後半は平成30年度事業報告、令和元年
度事業計画、グループ研究等について報告と協議がありました。

後期センター会議は12月3日（火）を予定しています。

センターへのお問い合わせ・アクセス

高田短期大学
育児文化研究センター
〒514-0115
三重県津市一身田豊野195
TEL.（059）253-7020（センター直通）
       （059）232-2310（代表）
FAX.（059）232-6317
Mail ikubun@takada-jc.ac.jp

高田短期大学
学生駐車場●

●高田本山専修寺

津駅

高田本山駅

江戸橋駅

総合文化センター●

●高田中学・高校
東一身田駅
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高田短期大学

～前期センター会議～

　津市健康福祉部子
育て推進課に勤務し、
今年度から研究員と
して参加させていただ
くこととなりました。
　三重の子育てを考

え、子育て環境を改善していくために、
育児文化研究センターの事業を通じ
た地域への貢献には厚く御礼申し上
げます。
　子ども・子育て支援新制度により、
「量」と「質」の両面から子育てを支え
るとなって５年目となりました。津市にお
いても待機児童解消に向けて「量」の
確保等で、こども園が４園となり現在１
園が建築中となっており、安心して子
供を産み育てられる環境の整備に向
けた取り組みを進めてまいります。
　引き続きセンターの皆様のご協力
をよろしくお願いいたします。

（水野浩哉）

　以前、研究員として
在籍していましたが、
長らく休会をしていま
した。この度、縁があり、
再度入会することとな
りました。

　久しぶりに手にした「いくぶん」の便
りや育児文化研究紀要を読ませてい
ただきました。その内容から、以前に
も増して子育て支援に対する皆様の
熱意と努力されている様子が伝わっ
てきました。
　また、おやこひろば応援サークル
“たんたんクラブ”が結成されたとのこ
と。高田短期大学の特色を活かし、
若者の力に大いに期待したいと思い
ます。私も微力ながら皆様のお役に
立つことがあれば喜んでお手伝いを
させていただきたいと思っています。
　今後とも、ご指導よろしくお願い致
します。	 （岩附啓子）

　私は、これまで、公立・附
属幼稚園に長く勤務し、そ
の後2年間、非常勤講師と
して本学で「幼年文学」を
担当させていただいており
ました。現在は、私立の認

定こども園で“子どもの主体性、遊びの中
にある学びの芽ばえを大切にする教育・
保育”を目指して、職員全員で話し合いを
重ね、実践を積み上げているところです。
　ご縁をいただき、本年度より、本研究セン
ター研究員としてセンターの皆様のお仲間
に入れていただきました。日頃こども園で0
歳児からの子どもたちに関わる中で感じる
のは、子どもたちの意欲を育てるためには、
身近な大人との愛着関係がどんなに大切
かということです。
　微力ではありますが、研究員としてより
良い支援や研究ができるよう努力していき
たいと思います。どうぞよろしくお願いいた
します。	 （浅田美知子）

　4月より、高田短
期大学キャリアセン
ターで勤務しており、
今年度から育児文
化研究センター研
究員として、参加さ

せていただくことになりました。近頃
の子育ては、自分たちの子育て時
代に比べて、大きく変化してきてい
ることを感じています。
　昨年度末まで勤務してきた公立
幼稚園の子育て支援の中で、『保
護者自身が笑顔になることが、子ど
もたちの健やかな心身の成長につ
ながっている』ということを実感して
きました。すべての子どもたちが笑
顔になるように育児文化研究セン
ターで努力していきたいと思います。
センターの皆様、どうぞよろしくお願
いいたします。

（堀内由香里）

新入会研究員の紹介


